
ⅡⅡ 履修等について 
  
 単位の修得に関しては，定められた進級要件および卒業要件に十分注意して履修計画をたてること。 
万が一，不注意により進級あるいは卒業ができない事態になった場合の責任は学生自身が負わなければなら

ない。単位修得の責任は自らにあることを自覚すること。 
 
１１．．履履修修手手続続ききのの方方法法  
（1） 履修登録 
   学生は，岡山大学薬学部規程，各学科のカリキュラム等に従い，各年度の授業時間割表及びシラバス

等を参照の上，各自で履修計画をたて，履修を希望するすべての授業科目について，履修登録しなけれ

ばならない。履修登録は，指定期間内に学内のコンピュータ端末の学務システム（WEB）を利用して，

各自行うこととする（履修登録のない科目の単位修得は認められない）。履修登録後は，各自の計画どお

り正確に履修登録されているかを必ずコンピュータ端末の学務システム（WEB）で確認すること。 
   なお，１年間に履修できる単位数の上限は５０単位である。ただし，グローバル人材育成特別コース

に関する科目の単位数，外部検定試験等により認定された単位数は，これに含まない。 
（2） 履修登録内容の変更 

 履修登録後は履修科目の変更および途中からの履修は原則として認めない。 
 ただし，登録内容の誤りや上限単位数の超過などで，履修科目の追加または変更を希望する場合は，

指定期間内に限り変更することができる。 
 

２２．．単単位位認認定定  
   授業科目の単位認定は，試験，レポート及び平素の成績を考慮して担当教員が判定する。 
   授業は，講義，演習，実験又は実習のいずれかの方法により，又はこれらの併用により行われる。授

業科目は，1 単位あたり 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成されることを標準とし，授業の方

法に応じ，教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して次の基準により単位数が定められている。 
授業の種類・方法 授業による 

学修時間 
授業以外の学修時間 
（予習・復習等） 

全学共通科目 
英語科目 

講義 １５時間 ３０時間 
演習 １５～３０時間 ３０～１５時間 
実験 ４５時間     ０時間 
実習 ３０時間    １５時間 

専門教育科目 講義 １５～３０時間 ３０～１５時間 
演習 １５～３０時間 ３０～１５時間 
実験 ３０～４５時間  １５～０時間 
実習 ３０～４５時間 １５～０時間 
講義および演習の併用 別途定める。 別途定める。 
卒業論文実習等，指導教員に

よる研究指導に当たる授業 
各指導教員の指導に従うものとする。 

   通常，講義形式の科目で２単位修得するためには，30 時間の授業を受講し，当該授業に関する自学・

自習・レポート作成等を行い，さらに試験等に合格することが必要である。 
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３３．．補補  講講  
   担当教員が十分な講義回数を確保できないと判断した場合は，指定された以外の曜日・時限（休業中・

水曜日午後等）に補講を行うことがある。 
 
４４．．試試  験験  
（1） 受験心得 

受験にあたっては，次の各事項に留意してください。 
① 受験する学生は特別の指示がない限り，試験開始時刻の５分前までに所定の教室に入室を完了する 
こと。 

② 監督者が指定した座席において受験すること。 
③ 受験中は必ず学生証を机上に置くこと。 

ただし，学生証を紛失又は忘れた場合は，監督者に申し出て，その指示に従うこと｡ 
④ 受験中，机上に置くことができるのは，学生証，筆記用具及びその他特に許可されたものに限る｡そ   
れ以外の携行品はカバン等に入れて，座席の下に置くこと｡また，机の棚板（物入れ）には何も置かな 
いこと。 

⑤ 携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末，オーディオプレーヤー等の電子機器類は，必ず電源 
を切っておくこと。ただし，監督者が受験中に使用を許可する電子機器類は除く。 

⑥ 解答用紙には，所属学部名，入学年，番号及び氏名等の必要事項を必ず記入すること。 
⑦ 受験中，利き手でないほうの手は原則として机の上に置くこと。 
⑧ 試験開始後２０分を経過するまでは退室できない。 
⑨ 試験開始後２０分を経過した場合は入室できない。 
⑩ 答案用紙は，特に指定がない場合，教卓上に提出するか，又は監督者に直接手渡すこと。 
自己の机上に置いて退出すると当該授業科目の単位は認定しない。 

⑪ 受験にあたっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。          
なお，試験において不正行為を行った，または不正行為を行おうとした，または不正行為を幇助した 
者に対しては，学則第５８条により厳重な懲戒処分を行う｡ 
試験による不正行為は次のとおりである。ここで，試験時間中とは，解答の開始から答案の提出ま 

でをいう（以下「試験時間中」という。）。 
1) 代理（替玉）受験をしたり，させたりすること。 
2) 試験時間中に，使用が許可されていないノート及び参考書等並びに電子機器類その他試験問題解答 
の参考となり得る物品を参照すること又は使用すること。 

3) 試験時間中に，言語，動作又は電子機器類等により他人に教示すること又は教示を受けて解答に利 
用すること。 

4) 答案を交換すること。 
5) 試験時間中に，他の学生の答案をのぞき見すること。 
6) 試験時間中に，使用が許可されたノート及び参考書等並びに電子機器類を貸借すること。 
7) 監督者の注意又は指示に従わないこと。 
8) その他，試験の公正な実施を妨げる行為をすること。 

また，不正行為が判明した場合は，当該行為が行われた時点において既に単位が認定されている授 
業科目を除いて，当該学期に履修している全ての授業科目（学期をまたがって履修する授業科目を含 
む。）の単位は認定しない。 
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（2） 追試験等について 
   疾病その他やむを得ない事故により追試験等の受験を希望する者は，欠席届または公欠届を提出した

場合に限り追試験等を受験できる。ただし，公欠届を提出した場合を除き，追試験等実施の有無は，授

業担当教員の判断による。（公欠となる事由については ページを参照すること） 
   なお，やむを得ない事情により事前に欠席届または公欠届が提出できない場合は，速やかにその旨を

薬学部教務学生担当に連絡すること。 
また，全学共通科目については，受験延期願（所定様式。ＨＰ参照）を学務企画課教育支援グループ

に提出すること。 
 
５５．．成成績績通通知知  
（1）各自が学務システム（WEB）で確認すること。成績公開の日時等詳細は，別途掲示にて通知する。 
（2）成績開示後，開示された成績に質問・疑問等がある場合は，当該授業担当教員に質問等をすることがで

きる。 
（3）質問に対する教員の回答が得られない，または納得できない場合は，「岡山大学薬学部専門教育科目に

おける成績評価異議申立に関する要項」に基づき，異議を申し立てることができるので，薬学部教務学

生担当にその旨を申し出ること。 
（4）成績評価に関する質問・疑問等がある場合には，薬学部教務学生担当にその旨を申し出ること。  
  
６６．．成成績績評評価価  
   成績評価は，本学部の定める成績評価基準に基づき行う。なお，履修登録をしたにもかかわらず，試

験を受けていない等で成績評価の資料を欠く場合については，Ｆ（不可：０点）とする。 
   本学ではGPA 制度を導入している。GPAとは，Grade Point Average の略で，成績評価値をあらわ

す。本学におけるGPA 制度の成績の表記とGP の換算は次のとおりである。 
 
成績の評語およびグレード・ポイント（GP）  

評語 
 

評点 
（整数） 

H28 年度以降に履修する 
授業科目のGP  

算出方法：(評点-55)/10 

H27 年度までに 
修得した 

授業科目のGP 
基準等 

A+ 

100 点 4.5 

4 

シラバスに記載する到達目標を 

十分に達成し，極めて優秀な 

成果を収めている。 

合格（単位を授与する） 

99 点 4.4 
98 点 4.3 
97 点 4.2 
96 点 4.1 
95 点 4.0 
94 点 3.9 
93 点 3.8 
92 点 3.7 
91 点 3.6 
90 点 3.5 

A 
89 点 3.4 

3 
シラバスに記載する到達目標を達成

し，優秀な成果を収めている。 

合格（単位を授与する） 
88 点 3.3 
87 点 3.2 
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86 点 3.1 

  

85 点 3.0 
84 点 2.9 
83 点 2.8 
82 点 2.7 
81 点 2.6 
80 点 2.5 

B 

79 点 2.4 

2 
シラバスに記載する到達目標を達成

し，良好な成果を収めている。 

合格（単位を授与する） 

78 点 2.3 
77 点 2.2 
76 点 2.1 
75 点 2.0 
74 点 1.9 
73 点 1.8 
72 点 1.7 
71 点 1.6 
70 点 1.5 

C 

69 点 1.4 

1 
シラバスに記載する到達目標を概ね

達成している。 

合格（単位を授与する） 

68 点 1.3 
67 点 1.2 
66 点 1.1 
65 点 1.0 
64 点 0.9 
63 点 0.8 
62 点 0.7 
61 点 0.6 
60 点 0.5 

F 0～59 点 0 0 
シラバスに記載する到達目標を達成

していない。 
不合格（単位を授与しない） 

W 付さない 対象外 対象外 
履修登録後において，本学が

別に定める履修取消期間内に 
取消を行った授業科目 

認定 付さない 対象外 対象外 単位認定等を受けた授業科目 

修了 付さない 対象外 対象外 

授業の特殊性に鑑み，評点に

より評価しがたいもの，もし

くは一定の到達度をもって評

価し単位を授与する場合 
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未修得 付さない 対象外 対象外 

修了の評語をもって合格の 
評価とする授業科目で， 
不合格（単位を授与しない） 
とする場合 

    
   次の算式によりＧＰＡを算出し，修得済み単位及びその成績評価と併せて通知する。 

 
（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和 

ＧＰＡ ＝                                     
履修登録した授業科目の単位数の合計 

 
 
７７．．成成績績評評価価基基準準  
      岡山大学薬学部規程第１７条の規定に基づき，本学部の成績評価基準について，次のとおり定める。 
（1）教育目標に対する学習者の到達度を見るため成績評価が必要であり，その目標と評価方法を個々の

授業ごとにシラバスに明記する。 
（2）授業科目の単位認定は，試験，レポート，および平素の成績を考慮して担当教員が判定する。 

 （ 3）授業形態による評価方法の指針は，次のとおりとする。 
講義 中間テスト，期末テスト，再テスト（※）または小テストを適宜行い，そ

れらの結果，出欠状況，講義中の発言，途中で課せられるレポート等を総

合して評価する。 
実習（薬学部内） テスト，レポート，実習態度（実習書に記載の注意点の遵守など），出欠状

況等を総合して評価する。 
実習（病院・保険

薬局） 
レポート，実習態度（実習書に記載の注意点の遵守など），出欠状況等を総

合して評価する。 
    ※中間テスト，期末テストを受験後，成績確定期限までに実施する試験。 
（4）成績評価に関する学生の質問および疑問等には，適切に対応するものとする。 

  （5）評価については「H（保留）」となる場合がある。「H（保留）」の概要については，掲示板で確認する

こと。 
 
８８．．副副専専攻攻ココーーススににつついいてて 

岡山大学では，平成１７年度以降の入学生を対象に「副専攻コース」を開設しているが，薬学部では

2 年次後半以降の日程が非常に過密となるため，副専攻コースの履修を認めない。 
「副専攻コース」とは，各学部が編成する教育課程のほか，学生が所属する学部および学科または課

程の専攻に係る分野において学習した知識をさらに広い視野のもとで有効に活かせることのできる能

力を養うための教育課程を指す。 
 
９９．．薬薬学学部部専専門門教教育育科科目目ににおおけけるる主主要要授授業業科科目目ににつついいてて 

薬学部専門教育科目の内，薬学部専門基礎科目及び薬学部専門科目における必修科目又は選択必修科

目を主要授業科目とする。（主要授業科目とは，各教育課程上主要と認める授業科目のことを指す。） 
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ᴾ ᴾ【薬学科 ２０２６（令和８）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

薬学科では，２年次から３年次，３年次から４年次及び４年次から５年次への進級について進級単位

を定めている。進級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，全学共通科目を㻝㻝単位以上，英語科目を㻤単位以上，全学交流科目を 㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち必修を 㻠㻝単位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，全学共通科目を㻝㻝単位以上，英語科目を㻥単位以上，全学交流科目を 㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち必修を 㻣㻤単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻤㻚㻡単位）」，及び「先端薬学研究」を含むこと㻌

第５年次への進級㻌

４年次末までに，全学共通科目を㻝㻝単位以上，英語科目を㻥単位以上，全学交流科目を 㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち必修を 㻚㻝㻝㻝㻡単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には，「臨床準備教育 㻭～㻯（㻠㻌年次，㻣㻌単位）」，「英語で学ぶ薬学研究（㻟・㻠年次，㻞単位）」及

び「卒業研究基礎実習（㻟・㻠年次，㻥単位）」を含むこと㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後７年経過（休学期間を除く）しても，５年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す薬学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す薬学科第４年次進級要件単位数

４ 年 次 上記１に示す薬学科第５年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

全 学 共 通 科 目 １１

英 語 科 目 ９

専門教

育科目

全学交流科目 選択必修 ４

１７１
専門基礎科目

必 修 ２
３．５

選択必修 １．５

専 門 科 目
必 修 １５９ ５

選択必修 ４

卒 業 要 件 単 位 １９１
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 2026(令和8) 年度入学者　全学共通科目・英語科目 薬学科・創薬科学科共通

3
1

数理・データサイエンスの基礎 1

健康・スポーツ科学科目

スポーツ演習科目

実践知科目

芸術知科目

市民性教育科目

言語文化科目

2

2

2

2

1

注1）

注２）

注３）

注４）

注５）

注６）

2026（令和8）年度入学者用　

科目区分 授業科目

単位

備考 卒業要件単位
必修

選択
必修

全
学
共
通
科
目

課題探究 知の探研

11

情報・数理データサイエンス

情報教育科目
情報処理入門１（情報機器の操作を含む）

6
必修2単位

選択必修6単位

合計　8単位

その他「情報教育科目」

数理・データサイエンス科目
その他「数理・データサイエンス科目」

健康・スポーツ科学

市民性と異文化理解

9

全学共通科目　　　計 11

英
語
科
目

英語

必修英語

コミュニケーション英語（S&L）

9

コミュニケーション英語（R&W）

アカデミック英語（プレゼンテーション）

アカデミック英語（ライティング）

選択英語

高年次英語

SPAcE英語

キャリアパス英語

英語科目　　　計

アカデミック英語（プレゼンテーション）、アカデミック英語（ライティング）については、履修する学期と科目はクラス分けにより指定される。2年次生全
員が第１・２学期及び第３・４学期に１科目ずつ履修する。

SPAcE英語及びキャリアパス英語の単位は卒業要件外である。

総　合　計 20
知の探研については、履修する学期はクラス分けにより指定される。第1学期に1年次生全員が事前学習を行い、学生番号末尾が偶数の学生は第２
学期に、奇数の学生は第3学期に探究活動を行う。

市民性教育科目のうち、留学生支援ボランティア実習、学生支援ボランティア実習I～Ⅳ、アクセシビリティ実習、初等数学１～2、初等生物学１～2お
よび初等物理学１～2の単位は卒業要件外である。

言語文化科目のうち、日本語は留学生のみ履修可。

コミュニケーション英語（S＆L）、コミュニケーション英語（R&W）については、履修する学期と科目はクラス分けにより指定される。１年次生全員が第
１・２学期及び第３・４学期に１科目ずつ履修する。

薬

学

科

令
和
８
年
度

－  41 －



 2026(令和8)年度入学者　専門教育科目 薬学科

履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

社会系交流科目

生命系交流科目

自然系交流科目

社会系交流科目・生命系交流科目・自然系交流科目のいずれか

薬学ガイダンス

基礎化学

基礎物理学

基礎生物学

分析科学A

分析科学B

物理化学A

物理化学B

有機化学A

有機化学B

生物有機化学

生薬学

生化学A

生化学B

細胞生物学A

細胞生物学B

早期体験学習A

人体解剖学

分析科学C

物理化学C

物理化学D

無機・放射医薬品学

有機化学C

天然物化学

漢方薬学概論A

生化学C

生化学D

分子生物学A

分子生物学B

微生物学

衛生薬学A

衛生薬学B

生理学

薬理学A

薬剤学

製剤学

臨床治療学概論

多職種連携とチームワーク

早期体験学習B

科目区分 卒業要件単位

全学交流科目
注1)，注2)，注3）

選択必修 注1)

専門基礎科目

必修

選択必修

専門科目 必修
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 2026(令和8)年度入学者　専門教育科目 薬学科

履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数科目区分 卒業要件単位

分子構造解析学

医薬化学

生物統計学

免疫学A

免疫学B

衛生薬学C

衛生薬学D

衛生薬学E

衛生薬学F

薬理学B

薬理学C

薬理学D

薬物動態学

生物薬剤学

医薬品開発学

薬剤師倫理学

薬物治療学A

薬物治療学B

先端薬学研究

多職種連携とチーム医療

薬学基本実習

物理系基礎実習

化学系基礎実習

生物系基礎実習

衛生薬学実習

医療薬学実習

臨床医薬品治療学A

臨床医薬品治療学B

臨床腫瘍学A

臨床腫瘍学B

薬事法規・薬事行政A

薬事法規・薬事行政B

コミュニティファーマシー

臨床薬物動態学A

薬物治療学C

臨床準備教育A

臨床準備教育B

臨床準備教育C

実践病院薬学

英語で学ぶ薬学研究

卒業研究基礎実習

4～6 病院・薬局実務実習

5～6 卒業研究実習

薬学セミナー

漢方薬学概論B

レギュラトリーサイエンス

医薬品合成化学

有機合成反応論

5～6 臨床薬学演習A

1～2 薬学研究入門

国際連携薬学セミナー

特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム）

合計

注1）授業科目，単位は別に定めるところによる

注2）生命系交流科目からは薬学部開講以外の科目のみ履修可

注3）各系交流科目から１単位以上修得すること

3～4

専門科目 必修

専門教育科目卒業要件単位

専門科目

選択必修

自由
全

薬

学

科

令
和
８
年
度

－  43 －



ᴾ ᴾ【薬学科 ２０２５（令和７）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

薬学科では，２年次から３年次，３年次から４年次及び４年次から５年次への進級について進級単位

を定めている。進級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，全学共通科目を㻝㻝単位以上，英語科目を 㻤単位以上，全学交流科目を 㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち必修を 㻠㻞単位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，全学共通科目を㻝㻝単位以上，英語科目を 㻥単位以上，全学交流科目を 㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち必修を 㻤㻞単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」，及び「先端薬学研究」を含むこと㻌

第５年次への進級㻌

４年次末までに，全学共通科目を㻝㻝単位以上，英語科目を 㻥単位以上，全学交流科目を 㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち必修を㻝㻝㻢単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には，「臨床準備教育 㻭～㻯（㻠㻌年次，㻣㻌単位）」，「英語で学ぶ薬学研究（㻟・㻠年次，㻞単位）」及

び「卒業研究基礎実習（㻟・㻠年次，㻥単位）」を含むこと㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後７年経過（休学期間を除く）しても，５年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す薬学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す薬学科第４年次進級要件単位数

４ 年 次 上記１に示す薬学科第５年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

全 学 共 通 科 目 １１

英 語 科 目 ９

専門教

育科目

全学交流科目 選択必修 ４

１６８
専門基礎科目

必 修 ２
３．５

選択必修 １．５

専 門 科 目
必 修 １５７．２５

選択必修 ３．２５

卒 業 要 件 単 位 １８８ 
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 2025(令和7) 年度入学者　全学共通科目・英語科目 薬学科・創薬科学科共通

3
1

数理・データサイエンスの基礎 1

健康・スポーツ科学科目

スポーツ演習科目

実践知科目

芸術知科目

市民性教育科目

言語文化科目

2

2

2

2

1

注1）

注２）

注３）

注４）

注５）

注６）

総　合　計 20
知の探研については、履修する学期はクラス分けにより指定される。第1学期に1年次生全員が事前学習を行い、学生番号末尾が偶数の学生は第２
学期に、奇数の学生は第3学期に探究活動を行う。

市民性教育科目のうち、留学生支援ボランティア実習、学生支援ボランティア実習I～Ⅳ、アクセシビリティ実習（2026年度以降履修分に限り卒業要
件外）、初等数学１～2、初等生物学１～2および初等物理学１～2の単位は卒業要件外である。

言語文化科目のうち、日本語は留学生のみ履修可。

コミュニケーション英語（S＆L）、コミュニケーション英語（R&W）については、履修する学期と科目はクラス分けにより指定される。１年次生全員が第
１・２学期及び第３・４学期に１科目ずつ履修する。

SPAcE英語

キャリアパス英語

英語科目　　　計

アカデミック英語（プレゼンテーション）、アカデミック英語（ライティング）については、履修する学期と科目はクラス分けにより指定される。2年次生全
員が第１・２学期及び第３・４学期に１科目ずつ履修する。

SPAcE英語及びキャリアパス英語の単位は卒業要件外である。

9

全学共通科目　　　計 11

英
語
科
目

英語

必修英語

コミュニケーション英語（S&L）

9

コミュニケーション英語（R&W）

アカデミック英語（プレゼンテーション）

アカデミック英語（ライティング）

選択英語

高年次英語

全
学
共
通
科
目

課題探究 知の探研

11

情報・数理データサイエンス

情報教育科目
情報処理入門１（情報機器の操作を含む）

6
必修2単位

選択必修6単位

合計　8単位

その他「情報教育科目」

数理・データサイエンス科目
その他「数理・データサイエンス科目」

健康・スポーツ科学

市民性と異文化理解

2025（令和7）年度入学者用　

科目区分 授業科目

単位

備考 卒業要件単位
必修

選択
必修

薬

学

科

令
和
７
年
度

－  45 －



 2025(令和7)年度入学者　専門教育科目 薬学科

履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

社会系交流科目 1.00

生命系交流科目 1.00

自然系交流科目 1.00

社会系交流科目・生命系交流科目・自然系交流科目のいずれか 1.00

薬学ガイダンス 1 1.00

基礎化学 1 1.00

基礎物理学 2

基礎生物学 1.5

分析科学A 2

分析科学B 1

物理化学A 2

物理化学B 2

有機化学A 1

有機化学B 2.5

生物有機化学 1

生薬学 2

生物化学A 1

生物化学B 0.75

生物化学C 2

細胞生物学A 0.75

細胞生物学B 0.75

早期体験学習A 1

人体解剖学 1

分析科学C 1

物理化学C 2

物理化学D 1

無機・放射医薬品学 2

有機化学C 2.5

天然物化学 2

漢方薬学概論A 1

生物化学D 1.5

分子生物学A 1.5

分子生物学B 1

微生物学 2

衛生薬学A 1.25

衛生薬学B 1.25

生理学 2

薬理学A 2

薬剤学 2

製剤学 2

臨床治療学概論 2

多職種連携とチームワーク 1

早期体験学習B 1

科目区分 卒業要件単位

選択必修
全学交流科目

注1)，注2)，注3）
1 注1) 4.00

専門基礎科目

必修

1 3.50

選択必修 1.50

専門科目 必修

1 20.75

157.25

2 32.00
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 2025(令和7)年度入学者　専門教育科目 薬学科

履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数科目区分 卒業要件単位

分析科学D 1

分子構造解析学 1

医薬化学 2.5

生物統計学A 0.75

生物統計学B 1

免疫学A 1.5

免疫学B 0.75

衛生薬学C 1

衛生薬学D 1

衛生薬学E 1.25

衛生薬学F 1.25

薬理学B 2

薬理学C 2

薬理学D 2

薬物動態学 2

生物薬剤学 2

医薬品開発学 1

薬剤師倫理学 1

薬物治療学A 2

薬物治療学B 2

先端薬学研究 1

多職種連携とチーム医療 0.5

薬学基本実習 0.5

物理系基礎実習 1.5

化学系基礎実習 2

生物系基礎実習 1.5

衛生薬学実習 1.5

医療薬学実習 2

臨床医薬品治療学A 0.75

臨床医薬品治療学B 0.75

臨床腫瘍学A 0.75

臨床腫瘍学B 0.75

薬事法規・薬事行政A 1

薬事法規・薬事行政B 0.5

コミュニティーファーマシー 0.75

臨床薬物動態学A 0.75

薬物治療学C 1.5

臨床準備教育A 1.5

臨床準備教育B 1.5

臨床準備教育C 4

実践病院薬学 1.5

英語で学ぶ薬学研究 2

卒業研究基礎実習 9

4～6 病院・薬局実務実習 20 20.00

5～6 卒業研究実習 18 18.00

薬用植物学 1

薬学セミナー 1.25

ＳＧＤ入門 0.75

漢方薬学概論B 1

レギュラトリーサイエンス 1

医薬品合成化学 1

有機合成反応論 1

4 臨床薬物動態学B 0.75

5～6 臨床薬学演習A 0.75

1～2 薬学研究入門 0.5

国際連携薬学セミナー 0.5

特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計

注1）授業科目，単位は別に定めるところによる

注2）生命系交流科目からは薬学部開講以外の科目のみ履修可

注3）各系交流科目から１単位以上修得すること

専門科目 必修

3 39.50

4 16.00

3～4 11.00

専門教育科目卒業要件単位 168.00

専門科目

選択必修

1

3.25
2

3

自由
全

薬

学

科

令
和
７
年
度
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ᴾ ᴾ【薬学科 ２０２４（令和６）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

薬学科では，２年次から３年次，３年次から４年次及び４年次から５年次への進級について進級単位

を定めている。進級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，教養教育科目を㻞㻥単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻠㻞単位

以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，教養教育科目を㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻤㻝単位

以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」を含むこと㻌

第５年次への進級㻌

４年次末までに，教養教育科目を 㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻝㻝㻞単

位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には，「臨床準備教育 㻭～㻯（㻠㻌年次，㻣㻌単位）」及び卒業研究基礎実習（㻟・㻠年次，㻥単位）を含

むこと㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後７年経過（休学期間を除く）しても，５年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す薬学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す薬学科第４年次進級要件単位数

４ 年 次 上記１に示す薬学科第５年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

教 養 教 育 科 目 ３０

専門教

育科目

専門基礎科目
必 修 １

２．５

１６２
選択必修 １．５

専 門 科 目
必 修 １５５．２５

選択必修 ４．２５

卒 業 要 件 単 位 １９２ 
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ᴾ ᴾ【薬学科 ２０２３（令和５）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

薬学科では，２年次から３年次，３年次から４年次及び４年次から５年次への進級について進級単位

を定めている。進級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，教養教育科目を 㻞㻥単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻠㻝㻚㻡単

位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，教養教育科目を㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻤㻜単位

以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」を含むこと㻌

第５年次への進級㻌

４年次末までに，教養教育科目を 㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻝㻝㻜㻚㻡

単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には，「臨床準備教育 㻭～㻯（㻠㻌年次，㻣㻌単位）」及び卒業研究基礎実習（㻟・㻠年次，㻥単位）を含

むこと㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後７年経過（休学期間を除く）しても，５年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す薬学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す薬学科第４年次進級要件単位数

４ 年 次 上記１に示す薬学科第５年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

教 養 教 育 科 目 ３０

専門教

育科目

専門基礎科目
必 修 １

２．５

１６１
選択必修 １．５

専 門 科 目
必 修 １５４

選択必修 ４．５

卒 業 要 件 単 位 １９１ 

薬

学

科

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度
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ᴾ ᴾ【薬学科 ２０２２（令和４）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

薬学科では，２年次から３年次，３年次から４年次及び４年次から５年次への進級について進級単位

を定めている。進級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，教養教育科目を 㻞㻥単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻠㻚㻜㻡単

位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，教養教育科目を㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻣㻥単位

以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」を含むこと㻌

第５年次への進級㻌

４年次末までに，教養教育科目を 㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻝㻜㻥単

位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には，「臨床準備教育 㻭～㻯（㻠㻌年次，㻣㻌単位）」及び卒業研究基礎実習（㻟・㻠年次，㻥単位）を含

むこと㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後７年経過（休学期間を除く）しても，５年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す薬学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す薬学科第４年次進級要件単位数

４ 年 次 上記１に示す薬学科第５年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

教 養 教 育 科 目 ３０

専門教

育科目

専門基礎科目
必 修 １

２．５

１６０
選択必修 １．５

専 門 科 目
必 修 １５３

選択必修 ４．５

卒 業 要 件 単 位 １９０ 
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ᴾ ᴾ【薬学科 ２０２１（令和３）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

薬学科では，２年次から３年次，３年次から４年次及び４年次から５年次への進級について進級単位

を定めている。進級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，教養教育科目を 㻞㻥単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻠㻚㻜㻡単

位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，教養教育科目を㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻣㻥単位

以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」を含むこと㻌

第５年次への進級㻌

４年次末までに，教養教育科目を 㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻝㻜㻣㻚㻡

単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には，「臨床準備教育 㻭～㻯（㻠㻌年次，㻣㻌単位）」及び卒業研究基礎実習（㻟・㻠年次，㻥単位）を含

むこと㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後７年経過（休学期間を除く）しても，５年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す薬学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す薬学科第４年次進級要件単位数

４ 年 次 上記１に示す薬学科第５年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

教 養 教 育 科 目 ３０

専門教

育科目

専門基礎科目
必 修 １

２．５

１５９
選択必修 １．５

専 門 科 目
必 修 １５１．５

選択必修 ５

卒 業 要 件 単 位 １８９ 

薬

学

科

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度

－  51 －



 2021(令和3)・ 2022(令和4)・ 2023(令和5)・ 2024(令和6)年度入学者　教養教育科目 薬学科・創薬科学科共通

1
1

卒業要件外

人文・社会科学系科目 2
生命科学系科目 2
自然科学系科目 2

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） 1

情報処理入門２（情報機器の操作を含む）

情報処理入門３（情報機器の操作を含む）

1

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

1

ドイツ語

フランス語

中国語

韓国語

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語 留学生のみ

1 3年次開講

知
的
理
解

現代と社会

実
践
知

・
感
性

実践知 実践・社会連携系科目

芸術知 芸術系科目

導
入
教
育

ガイダンス
学部ガイダンス科目

単位

（2021(令和3)・2022(令和4)・2023(令和5)・2024(令和6)年度入学者用）　

科目区分 卒業要件単位授業科目 備考
必修

補習教育 高大接続科目

27

数理・データサイエンスの基礎

現代と生命

健康・スポーツ科学
健康・スポーツ科学

ICT（Information & Communication Technology）系科目

キャリア教育

言
　
語

英語

応用日本語

英語（ライティング）－１

英語（ライティング）－２

英語（リーディング）－２

30

2
全学ガイダンス科目

教養教育科目        計

選択
必修

現代と自然

１年次の１学期
から４学期のう
ち，各自指定さ
れた学期に，各
学期２科目ず
つ履修する。

プレ上級英語

2

上級英語

初修外国語

A群

B群

英語（スピーキング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（総合）－１

高年次教養 1

スポーツ演習（する・みる・支える）

アカデミック・ライティング アカデミック・ライティング科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

情報教育
情報リテラシー系科目

英語（リーディング）－１

先端薬学研究

英語（総合）－２

英語（リスニング）－１

数理・データサイエンス科目
数理・データサイエンス

英語（リスニング）－２

キャリア教育・学生支援系科目

－  52 －



 2024(令和6)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 基礎化学 1 1.00

基礎物理学 2

基礎生物学 1.5

分析科学A 2

分析科学B 1

物理化学A 2

物理化学B 2

有機化学A 1

有機化学B 2.5

生物有機化学 1

生薬学 2

生物化学A 1

生物化学B 0.75

生物化学C 2

細胞生物学A 0.75

細胞生物学B 0.75

早期体験学習A 1

人体解剖学 1

多職種連携とチームワーク 1

分析科学C 1

物理化学C 2

物理化学D 1

無機・放射医薬品学 2

有機化学C 2.5

天然物化学 2

漢方薬学概論A 1

生物化学D 1.5

分子生物学A 1.5

分子生物学B 1

微生物学 2

衛生薬学A 1.25

衛生薬学B 1.25

生理学 2

薬理学A 2

薬剤学 2

製剤学 2

臨床治療学概論 2

早期体験学習B 1

卒業要件単位

1
選択必修 1.50

専門基礎科目

専門科目 必修 155.25

2 31.00

21.751

薬

学

科

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度
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 2024(令和6)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数 卒業要件単位

分析科学D 1

分子構造解析学 1

医薬化学 2.5

生物統計学A 0.75

生物統計学B 1

免疫学A 1.5

免疫学B 0.75

衛生薬学C 1

衛生薬学D 1

衛生薬学E 1.25

衛生薬学F 1.25

薬理学B 2

薬理学C 2

薬理学D 2

薬物動態学 2

生物薬剤学 2

医薬品開発学 1

薬剤師倫理学 1

薬物治療学A 2

薬物治療学B 2

多職種連携とチーム医療 0.5

薬学基本実習 0.5

物理系基礎実習 1.5

化学系基礎実習 2

生物系基礎実習 1.5

衛生薬学実習 1.5

医療薬学実習 2

臨床医薬品治療学A 0.75

臨床医薬品治療学B 0.75

臨床腫瘍学A 0.75

臨床腫瘍学B 0.75

薬事法規・薬事行政A 1

薬事法規・薬事行政B 0.5

コミュニティーファーマシー 0.75

臨床薬物動態学A 0.75

薬物治療学C 1.5

臨床準備教育A 1.5

臨床準備教育B 1.5

臨床準備教育C 4

実践病院薬学 1.5

3～4 卒業研究基礎実習 9 9.00

4～6 病院・薬局実務実習 20 20.00

救急薬学 1

卒業研究実習 18

薬用植物学 1

薬学セミナー 1.25

ＳＧＤ入門 0.75

漢方薬学概論B 1

レギュラトリーサイエンス 1

構造生物学 1

医薬品合成化学 1

有機合成反応論 1

4 臨床薬物動態学B 0.75

5～6 臨床薬学演習A 0.75

薬学研究入門 0.5

国際連携薬学セミナー 0.5

特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計

専門科目

選択必修

1

4.25

2

3

専門科目 必修

全

38.50

4

3

専門教育科目卒業要件単位 162.00

16.00

5～6 19.00

自由

－  54 －



 2023(令和5)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 基礎化学 １ 1.00

基礎物理学 2

基礎生物学 1.5

分析科学A 2

分析科学B 1

物理化学A 2

物理化学B 2

有機化学A 1

有機化学B 2.5

生物有機化学 1

生薬学 2

生物化学A 1

生物化学B 0.75

生物化学C 2

細胞生物学A 0.75

細胞生物学B 0.75

早期体験学習A 1

人体解剖学 1

分析科学C 1

物理化学C 2

物理化学D 1

無機・放射医薬品学 2

有機化学C 2.5

天然物化学 2

漢方薬学概論A 1

生物化学D 1.5

分子生物学A 1.5

分子生物学B 1

微生物学 2

衛生薬学A 1.25

衛生薬学B 1.25

生理学 2

薬理学A 2

薬剤学 2

製剤学 2

臨床治療学概論 2

早期体験学習B 1

卒業要件単位

1
選択必修 1.50

専門基礎科目

専門科目

1 20.75

必修 154.00

2 31.00

薬

学

科

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度

－  55 －



 2023(令和5)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数 卒業要件単位

分析科学D 1
分子構造解析学 1
医薬化学 2.5
生物統計学A 1
生物統計学B 1
免疫学A 1.5
免疫学B 0.75
衛生薬学C 1
衛生薬学D 1
衛生薬学E 1.25
衛生薬学F 1.25
薬理学B 2
薬理学C 2
薬理学D 2
薬物動態学 2
生物薬剤学 2
医薬品開発学 1
薬剤師倫理学 1
薬物治療学A 2
薬物治療学B 2
薬学基本実習 0.5
物理系基礎実習 1.5
化学系基礎実習 2
生物系基礎実習 1.5
衛生薬学実習 1.5
医療薬学実習 2
臨床医薬品治療学Ａ 0.75
臨床医薬品治療学B 0.75
臨床腫瘍学A 0.75
臨床腫瘍学B 0.75
薬事法規・薬事行政A 1
薬事法規・薬事行政B 0.5
コミュニティーファーマシー 0.75
臨床薬物動態学A 0.75
薬物治療学C 1.5
臨床準備教育Ａ 1.5
臨床準備教育B 1.5
臨床準備教育C 4
実践病院薬学 1.5

3～4 卒業研究基礎実習 9 9.00
4～6 病院・薬局実務実習 20 20.00

救急薬学 1
卒業研究実習 18
薬用植物学 1
薬学セミナー 1.25
ＳＧＤ入門 0.75
漢方薬学概論B 1
レギュラトリーサイエンス 1
構造生物学 1
医薬品合成化学 1
多職種連携とチーム医療 0.5
有機合成反応論 1

4 臨床薬物動態学B 0.75
臨床薬学演習A 0.75
臨床薬学演習B 0.75
薬学研究入門 0.5
国際連携薬学セミナー 0.5
特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計

専門科目

選択必修

1

4.50

2

3

5～6

専門科目 必修

全

38.25

4

3

専門教育科目卒業要件単位 161.00

16.00

5～6 19.00

自由

－  56 －



 2022(令和4)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 基礎化学 １ 1.00

基礎物理学 2

基礎生物学 1.5

分析科学A 2

分析科学B 1

物理化学A 2

物理化学B 2

有機化学A 1

有機化学B 2.5

生物有機化学 1

生薬学 2

生物化学A 1

生物化学B 0.75

生物化学C 2

細胞生物学A 0.75

細胞生物学B 0.75

早期体験学習A 1

分析科学C 1

物理化学C 2

物理化学D 1

無機・放射医薬品学 2

有機化学C 2.5

天然物化学 2

漢方薬学概論A 1

生物化学D 1.5

分子生物学A 1.5

分子生物学B 1

微生物学 2

衛生薬学A 1.25

衛生薬学B 1.25

生理学 2

薬理学A 2

薬剤学 2

製剤学 2

臨床治療学概論 2

早期体験学習B 1

専門科目

1 19.75

必修 153.00

2 31.00

専門基礎科目

卒業要件単位

1
選択必修 1.50

薬

学

科

令
和
５
年
度

令
和
４
年
度

－  57 －



 2022(令和4)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数 卒業要件単位

分析科学D 1
分子構造解析学 1
医薬化学 2.5
生物統計学A 1
生物統計学B 1
免疫学A 1.5
免疫学B 0.75
衛生薬学C 1
衛生薬学D 1
衛生薬学E 1.25
衛生薬学F 1.25
薬理学B 2
薬理学C 2
薬理学D 2
薬物動態学 2
生物薬剤学 2
医薬品開発学 1
薬剤師倫理学 1
薬物治療学A 2
薬物治療学B 2
薬学基本実習 0.5
物理系基礎実習 1.5
化学系基礎実習 2
生物系基礎実習 1.5
衛生薬学実習 1.5
医療薬学実習 2
臨床医薬品治療学Ａ 0.75
臨床医薬品治療学B 0.75
臨床腫瘍学A 0.75
臨床腫瘍学B 0.75
薬事法規・薬事行政A 1
薬事法規・薬事行政B 0.5
コミュニティーファーマシー 0.75
臨床薬物動態学A 0.75
薬物治療学C 1.5
臨床準備教育Ａ 1.5
臨床準備教育B 1.5
臨床準備教育C 4
実践病院薬学 1.5

3~4 卒業研究基礎実習 9 9.00
4~6 病院・薬局実務実習 20 20.00

救急薬学 1
卒業研究実習 18
薬用植物学 1
薬学セミナー 1.25
ＳＧＤ入門 0.75
漢方薬学概論B 1
分子生物学C 1
レギュラトリーサイエンス 1
構造生物学 1
医薬品合成化学 1
有機合成反応論 1

4 臨床薬物動態学B 0.75
臨床薬学演習A 0.75
臨床薬学演習B 0.75

1 人体解剖学 1
3 多職種連携とチーム医療 0.5

薬学研究入門 0.5
国際連携薬学セミナー 0.5
特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計

3

専門教育科目卒業要件単位 160.00

16.00

5~6 19.00

専門科目

選択必修

1

4.50

2

3

5~6

自由

専門科目 必修

全

38.25

4

－  58 －



 2021(令和3)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 基礎化学 １ 1.00
基礎物理学 2
基礎生物学 1.5
分析科学A 2
分析科学B 1
物理化学A 2
物理化学B 2
有機化学A 1
有機化学B 2.5
生物有機化学 1
生薬学 2
生物化学A 1
生物化学B 0.75
生物化学C 2
細胞生物学A 0.75
細胞生物学B 0.75
早期体験学習A 1
分析科学C 1
物理化学C 2
物理化学D 1
無機・放射医薬品学 2
有機化学C 2.5
天然物化学 2
漢方薬学概論A 1
生物化学D 1.5
分子生物学A 1.5
分子生物学B 1
微生物学 2
衛生薬学A 1.25
衛生薬学B 1.25
生理学 2
薬理学A 2
薬剤学 2
製剤学 2
臨床治療学概論 2
早期体験学習B 1

専門科目

1 19.75

必修 151.50

2 31.00

専門基礎科目

卒業要件単位

1
選択必修 1.50

薬

学

科

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度

－  59 －



 2021(令和3)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数 卒業要件単位

分析科学D 1
分子構造解析学 1
医薬化学 2.5
生物統計学A 1
生物統計学B 1
免疫学A 1.5
免疫学B 0.75
衛生薬学C 1
衛生薬学D 1
衛生薬学E 1.25
衛生薬学F 1.25
薬理学B 2
薬理学C 2
薬理学D 2
薬物動態学 2
生物薬剤学 2
医薬品開発学 1
薬剤師倫理学 1
薬物治療学A 2
薬物治療学B 2
薬学基本実習 0.5
物理系基礎実習 1.5
化学系基礎実習 2
生物系基礎実習 1.5
衛生薬学実習 1.5
医療薬学実習 2
臨床医薬品治療学Ａ 0.75
臨床医薬品治療学B 0.75
臨床腫瘍学A 0.75
臨床腫瘍学B 0.75
薬事法規・薬事行政A 1
薬事法規・薬事行政B 0.5
コミュニティーファーマシー 0.75
臨床薬物動態学A 0.75
薬物治療学C 1.5
臨床準備教育Ａ 1.5
臨床準備教育B 1.5
臨床準備教育C 4

3~4 卒業研究基礎実習 9 9.00
4~6 病院・薬局実務実習 20 20.00

救急薬学 1
卒業研究実習 18
薬用植物学 1
薬学セミナー 1.25
ＳＧＤ入門 0.75
漢方薬学概論B 1
分子生物学C 1
レギュラトリーサイエンス 1
構造生物学 1
医薬品合成化学 1
有機合成反応論 1

4 臨床薬物動態学B 0.75
臨床薬学演習A 0.75
臨床薬学演習B 0.75

1 人体解剖学 1
薬学研究入門 0.5
国際連携薬学セミナー 0.5
特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計

3

専門教育科目卒業要件単位 159.00

14.50

5~6 19.00

専門科目

選択必修

1

5.00
2

3

5~6

自由

専門科目 必修

全

38.25

4

－  60 －



ᴾ ᴾ【薬学科 ２０２０（令和２）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

薬学科では，２年次から３年次，３年次から４年次及び４年次から５年次への進級について進級単位

を定めている。進級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，教養教育科目を㻞㻥単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻟㻠単位

以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，教養教育科目を㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻣㻜単位

以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」を含むこと㻌

第５年次への進級㻌

４年次末までに，教養教育科目を 㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻝㻜㻝単

位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には，「臨床準備教育 㻝～㻡（㻠㻌年次，㻣㻌単位）」及び卒業研究基礎実習（㻟・㻠年次，㻝㻡単位）を含

むこと㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後７年経過（休学期間を除く）しても，５年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す薬学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す薬学科第４年次進級要件単位数

４ 年 次 上記１に示す薬学科第５年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

教 養 教 育 科 目 ３０

専門教

育科目

専門基礎科目
必 修 １

２．５

１５９
選択必修 １．５

専 門 科 目
必 修 １５２．５

選択必修 ４

卒 業 要 件 単 位 １８９ 

薬

学

科

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

－  61 －



 2020(令和2)年度入学者　教養教育科目 薬学科・創薬科学科共通

1

1

卒業要件外

人文・社会科学系科目 2

生命科学系科目 2
自然科学系科目 2

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） 1

情報処理入門２（情報機器の操作を含む）

情報処理入門３（情報機器の操作を含む）

1

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

1

ドイツ語

フランス語

中国語

韓国語

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語 留学生のみ

1 3年次開講高年次教養 1

スポーツ演習（する・みる・支える）

アカデミック・ライティング アカデミック・ライティング科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

情報教育
情報リテラシー系科目

英語（リーディング）－１

先端薬学研究

英語（総合）－２

英語（リスニング）－１

30

2
全学ガイダンス科目

教養教育科目        計

選択
必修

現代と自然

１年次の１学期
から４学期のう
ち，各自指定さ
れた学期に，各
学期２科目ずつ
履修する。

プレ上級英語

2

上級英語

初修外国語

A群

B群

英語（スピーキング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（総合）－１

英語（リスニング）－２

キャリア教育・学生支援系科目

言
　
語

英語

応用日本語

英語（ライティング）－１

英語（ライティング）－２

英語（リーディング）－２

卒業要件単位授業科目

知
的
理
解

現代と社会

現代と生命

導
入
教
育

ガイダンス
学部ガイダンス科目

単位

備考
必修

補習教育 高大接続科目

27

数理・データサイエンス 数理・データサイエンスの基礎

（2020(令和2)年度入学者用）　

科目区分

健康・スポーツ科学
健康・スポーツ科学

ICT（Information & Communication Technology）系科目

キャリア教育

実
践
知

・
感
性

実践知 実践・社会連携系科目

芸術知 芸術系科目

－  62 －



 2020(令和2)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 有機化学１ 1 1
基礎物理学（センター試験で「生物｣を選択した者） 1.5
基礎生物学（センター試験で「物理」を選択した者） 1.5
分析科学１ 0.75
分析科学２ 0.75
分析科学３ 0.75
分析科学４ 0.75
物理化学１ 0.75
物理化学２ 0.75
物理化学３ 0.75
有機化学２ 1
有機化学３ 1
有機化学４ 1
生薬学１ 0.75
生薬学２ 0.75
生物化学１ 0.75
生物化学２ 0.75
生物化学３ 0.75
生物化学４ 0.75
細胞生物学１ 0.75
細胞生物学２ 0.75
人体解剖学 1
早期体験学習Ⅰ 1
物理化学４ 0.75
物理化学５ 0.75
物理化学６ 0.75
物理化学７ 0.75
無機・放射医薬品学 1.5
有機化学５ 1
有機化学６ 1
天然物化学１ 0.75
天然物化学２ 0.75
漢方薬学概論１ 0.75
生物化学５ 0.75
生物化学６ 0.75
分子生物学１ 0.75
分子生物学２ 0.75
分子生物学３ 1
微生物学 1.5
衛生薬学１ 1
衛生薬学２ 1
生理学１ 0.75
生理学２ 0.75
薬理学１ 0.75
薬理学２ 0.75
薬剤学１ 0.75
薬剤学２ 0.75
製剤学１ 0.75
製剤学２ 0.75
救急薬学 0.75
臨床治療学概論 1.5
早期体験学習Ⅱ 1

専門基礎科目

専門科目 必修

1 16.25

152.5

2 25.5

卒業要件単位

選択必修 1.5

薬

学

科

令
和
２
年
度

－  63 －



 2020(令和2)年度入学者　専門教育科目 薬学科

分析科学５ 0.75
分子構造解析学 0.75
医薬化学１ 0.75
医薬化学２ 0.75
生物統計学１ 0.75
生物統計学２ 0.75
免疫学１ 0.75
免疫学２ 0.75
免疫学３ 0.75
衛生薬学３ 1
衛生薬学４ 1
衛生薬学５ 1
衛生薬学６ 1
薬理学３ 0.75
薬理学４ 0.75
薬理学５ 0.75
薬理学６ 0.75
薬理学７ 0.75
薬理学８ 0.75
薬物動態学１ 0.75
薬物動態学２ 0.75
生物薬剤学１ 0.75
生物薬剤学２ 0.75
医薬品開発学 0.75
薬剤師倫理学 0.75
薬物治療学１ 0.75
薬物治療学２ 0.75
薬物治療学３ 0.75
薬物治療学４ 0.75
薬学基本実習 0.5
薬学基礎実習Ⅰ 1.5
薬学基礎実習Ⅱ 2
薬学基礎実習Ⅲ 1.5
衛生薬学実習 1.5
医療薬学実習 2
臨床医薬品治療学1 0.75
臨床医薬品治療学2 0.75
臨床医薬品治療学3 0.75
臨床医薬品治療学4 0.75
臨床医薬品治療学5 0.75
臨床医薬品治療学6 0.75
薬事法規・薬事行政1 1
薬事法規・薬事行政2 0.5
コミュニティーファーマシー 0.75
臨床薬物動態学１ 0.75
薬物治療学５ 0.75
薬物治療学６ 0.75
臨床準備教育１ 0.75
臨床準備教育２ 0.75
臨床準備教育３ 0.75
臨床準備教育４ 0.75
臨床準備教育５ 4

3~4 卒業研究基礎実習 15 15
4~6 病院・薬局実務実習 20 20
5~6 卒業研究実習 28 28

薬用植物学 1
生物有機化学 0.75
薬学セミナー 1
ＳＧＤ入門 0.75
漢方薬学概論２ 0.75
分子生物学４ 1
レギュラトリーサイエンス 1
構造生物学 0.75
医薬品合成化学 0.75
有機化学演習 0.75
有機合成反応論 0.75
分子構造解析学演習 0.75
診断治療学１ 0.75
診断治療学２ 0.75

4 臨床薬物動態学２ 0.75
臨床薬学演習１ 0.75
臨床薬学演習２ 0.75
臨床薬学演習３ 0.75
薬学研究入門 0.5
国際連携薬学セミナー 0.5
特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計

3

専門教育科目卒業要件単位 159

専門科目

選択
必修

1

4

2

5~6

自由 全

専門科目 必修

3 31.75

4 16

－  64 －



ᴾ ᴾ【薬学科 ２０１９（平成３１）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

薬学科では，２年次から３年次，３年次から４年次及び４年次から５年次への進級について進級単位

を定めている。進級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，教養教育科目を㻞㻥単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻟㻟単位

以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，教養教育科目を㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を㻣㻜単位

以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」を含むこと㻌

第５年次への進級㻌

４年次末までに，教養教育科目を 㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻝㻜㻝単

位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には，「臨床準備教育 㻝～㻡（㻠㻌年次，㻣㻌単位）」及び卒業研究基礎実習（㻟・㻠年次，㻝㻡単位）を含

むこと㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後７年経過（休学期間を除く）しても，５年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す薬学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す薬学科第４年次進級要件単位数

４ 年 次 上記１に示す薬学科第５年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

教 養 教 育 科 目 ３０

専門教

育科目

専門基礎科目
必 修 １

２．５

１５９
選択必修 １．５

専 門 科 目
必 修 １５２．５

選択必修 ４

卒 業 要 件 単 位 １８９ 

薬

学

科

令
和
２
年
度

平
成
31
年
度

－  65 －



 2019(平成31)年度入学者　教養教育科目 薬学科・創薬科学科共通

1

1

卒業要件外

人文・社会科学系科目 2

生命科学系科目 2
自然科学系科目 2

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） 1

情報処理入門２（情報機器の操作を含む）

情報処理入門３（情報機器の操作を含む）

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

1

ドイツ語

フランス語

中国語

韓国語

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語 留学生のみ

1 3年次開講

英語特別演習１

英語特別演習２

英語（リーディング）－１

（2019(平成31)年度入学者用）　

科目区分

健康・スポーツ科学
健康・スポーツ科学

英語（リーディング）－２

英語（ライティング）－１

英語（ライティング）－２

ICT（Information & Communication Technology）系科目

キャリア教育

実
践
知

・
感
性

実践知 実践・社会連携系科目

芸術知 芸術系科目

キャリア教育・学生支援系科目

卒業要件単位授業科目

知
的
理
解

現代と社会

現代と生命

現代と自然

導
入
教
育

ガイダンス
学部ガイダンス科目

単位

備考
必修

選択
必修

言
　
語

英語

１年次の１学期
から４学期のう
ち，各自指定さ
れた学期に，各
学期２科目ずつ
履修する。

プレ上級英語

2

上級英語

初修外国語

A群

B群

応用日本語

英語（スピーキング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（総合）－１

英語（総合）－２

英語（リスニング）－１

英語（リスニング）－２

30

2
全学ガイダンス科目

補習教育 高大接続科目

27

高年次教養 高年次教養科目 1
教養教育科目        計

スポーツ演習（する・みる・支える）

アカデミック・ライティング アカデミック・ライティング科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

情報教育
情報リテラシー系科目

－  66 －



 2019(平成31)年度入学者　専門教育科目 薬学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 有機化学１ 1 1
基礎物理学（センター試験で「生物｣を選択した者） 1.5
基礎生物学（センター試験で「物理」を選択した者） 1.5
分析科学１ 0.75
分析科学２ 0.75
分析科学３ 0.75
分析科学４ 0.75
物理化学１ 0.75
物理化学２ 0.75
物理化学３ 0.75
無機化学 0.75
有機化学２ 1
有機化学３ 1
有機化学４ 1
生薬学１ 0.75
生薬学２ 0.75
生物化学１ 0.75
生物化学２ 0.75
生物化学３ 0.75
生物化学４ 0.75
細胞生物学１ 0.75
細胞生物学２ 0.75
人体解剖学 1
早期体験学習Ⅰ 1
物理化学４ 0.75
物理化学５ 0.75
物理化学６ 0.75
物理化学７ 0.75
放射医薬品学１ 0.75
有機化学５ 1
有機化学６ 1
天然物化学１ 0.75
天然物化学２ 0.75
漢方薬学概論１ 0.75
生物化学５ 0.75
生物化学６ 0.75
分子生物学１ 0.75
分子生物学２ 0.75
分子生物学３ 1
微生物学 1.5
衛生薬学１ 1
衛生薬学２ 1
生理学１ 0.75
生理学２ 0.75
薬理学１ 0.75
薬理学２ 0.75
薬剤学１ 0.75
薬剤学２ 0.75
製剤学１ 0.75
製剤学２ 0.75
救急薬学 0.75
臨床治療学概論 1.5
早期体験学習Ⅱ 1

専門基礎科目

専門科目 必修

1 17

152.5

2 24.75

卒業要件単位

選択必修 1.5

薬

学

科

平
成
31
年
度

－  67 －



 2019(平成31)年度入学者　専門教育科目 薬学科

分析科学５ 0.75
分子構造解析学 0.75
医薬化学１ 0.75
医薬化学２ 0.75
生物統計学１ 0.75
生物統計学２ 0.75
免疫学１ 0.75
免疫学２ 0.75
免疫学３ 0.75
衛生薬学３ 1
衛生薬学４ 1
衛生薬学５ 1
衛生薬学６ 1
薬理学３ 0.75
薬理学４ 0.75
薬理学５ 0.75
薬理学６ 0.75
薬理学７ 0.75
薬理学８ 0.75
薬物動態学１ 0.75
薬物動態学２ 0.75
生物薬剤学１ 0.75
生物薬剤学２ 0.75
医薬品開発学 0.75
薬剤師倫理学 0.75
薬物治療学１ 0.75
薬物治療学２ 0.75
薬物治療学３ 0.75
薬物治療学４ 0.75
薬学基本実習 0.5
薬学基礎実習Ⅰ 1.5
薬学基礎実習Ⅱ 2
薬学基礎実習Ⅲ 1.5
衛生薬学実習 1.5
医療薬学実習 2
臨床医薬品治療学1 0.75
臨床医薬品治療学2 0.75
臨床医薬品治療学3 0.75
臨床医薬品治療学4 0.75
臨床医薬品治療学5 0.75
臨床医薬品治療学6 0.75
薬事法規・薬事行政1 1
薬事法規・薬事行政2 0.5
コミュニティーファーマシー 0.75
臨床薬物動態学１ 0.75
薬物治療学５ 0.75
薬物治療学６ 0.75
臨床準備教育１ 0.75
臨床準備教育２ 0.75
臨床準備教育３ 0.75
臨床準備教育４ 0.75
臨床準備教育５ 4

3~4 卒業研究基礎実習 15 15
4~6 病院・薬局実務実習 20 20
5~6 卒業研究実習 28 28

薬用植物学 1
生物有機化学 0.75
薬学セミナー 1
ＳＧＤ入門 0.75
放射医薬品学２ 0.75
漢方薬学概論２ 0.75
分子生物学４ 1
レギュラトリーサイエンス 1
構造生物学 0.75
医薬品合成化学 0.75
有機化学演習 0.75
有機合成反応論 0.75
分子構造解析学演習 0.75
診断治療学１ 0.75
診断治療学２ 0.75

4 臨床薬物動態学２ 0.75
臨床薬学演習１ 0.75
臨床薬学演習２ 0.75
臨床薬学演習３ 0.75
薬学研究入門 0.5
国際連携薬学セミナー 0.5
特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計専門教育科目卒業要件単位 159

専門科目

選択
必修

1

4

2

3

5~6

自由 全

専門科目 必修

3 31.75

4 16

－  68 －



ᴾ ᴾ【創薬科学科 ２０２６（令和８）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

創薬科学科では，２年次から３年次及び３年次から４年次への進級について進級単位を定めている。進

級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，全学共通科目を 㻝㻝単位以上，英語科目を 㻤単位以上，全学交流科目を㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち選択必修を 㻠㻜単位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，全学共通科目を 㻝㻝単位以上，英語科目を 㻥単位以上，全学交流科目を㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち必修を㻝㻝㻚㻡単位，選択必修を 㻡㻡単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻌㻤㻚㻡単位）」及び「先端薬学研究」を含むこと㻌

㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後５年経過（休学期間を除く）しても，４年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉 

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す創薬科学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す創薬科学科第４年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

全 学 共 通 科 目 １１

英 語 科 目 ９

専門教育科目

全学交流科目 選択必修 ４

１０９

専門基礎科目
必 修 ２

３．５
選択必修 １．５

専 門 科 目

必 修 ３６ ５

選択必修 ６５以上 
６５ 

選 択

卒 業 要 件 単 位 １２９

※専門科目選択必修については，分野ごとの要件単位数も必ず確認すること。

創

薬

科

学

科

令
和
８
年
度

－  69 －



 2026(令和8) 年度入学者　全学共通科目・英語科目 薬学科・創薬科学科共通

3
1

数理・データサイエンスの基礎 1

健康・スポーツ科学科目

スポーツ演習科目

実践知科目

芸術知科目

市民性教育科目

言語文化科目

2

2

2

2

1

注1）

注２）

注３）

注４）

注５）

注６）

SPAcE英語

キャリアパス英語

英語科目　　　計

アカデミック英語（プレゼンテーション）、アカデミック英語（ライティング）については、履修する学期と科目はクラス分けにより指定される。2年次生全
員が第１・２学期及び第３・４学期に１科目ずつ履修する。

SPAcE英語及びキャリアパス英語の単位は卒業要件外である。

総　合　計 20
知の探研については、履修する学期はクラス分けにより指定される。第1学期に1年次生全員が事前学習を行い、学生番号末尾が偶数の学生は第２
学期に、奇数の学生は第3学期に探究活動を行う。

市民性教育科目のうち、留学生支援ボランティア実習、学生支援ボランティア実習I～Ⅳ、アクセシビリティ実習、初等数学１～2、初等生物学１～2お
よび初等物理学１～2の単位は卒業要件外である。

言語文化科目のうち、日本語は留学生のみ履修可。

コミュニケーション英語（S＆L）、コミュニケーション英語（R&W）については、履修する学期と科目はクラス分けにより指定される。１年次生全員が第
１・２学期及び第３・４学期に１科目ずつ履修する。

9

全学共通科目　　　計 11

英
語
科
目

英語

必修英語

コミュニケーション英語（S&L）

9

コミュニケーション英語（R&W）

アカデミック英語（プレゼンテーション）

アカデミック英語（ライティング）

選択英語

高年次英語

全
学
共
通
科
目

課題探究 知の探研

11

情報・数理データサイエンス

情報教育科目
情報処理入門１（情報機器の操作を含む）

6
必修2単位

選択必修6単位

合計　8単位

その他「情報教育科目」

数理・データサイエンス科目
その他「数理・データサイエンス科目」

健康・スポーツ科学

市民性と異文化理解

2026（令和8）年度入学者用

科目区分 授業科目

単位

備考 卒業要件単位
必修

選択
必修

－  70 －



 2026(令和8)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

社会系交流科目

生命系交流科目

自然系交流科目

社会系交流科目・生命系交流科目・自然系交流科目のいずれか

薬学ガイダンス

基礎化学

基礎物理学

基礎生物学

先端薬学研究

薬学基本実習

物理系基礎実習

化学系基礎実習

生物系基礎実習

衛生薬学実習

医療薬学実習

卒業研究基礎実習

3～4 英語で学ぶ薬学研究

卒業研究実習

物理化学A

物理化学B

物理化学C

物理化学D

分析科学A

分析科学B

分析科学C

無機・放射医薬品学

有機化学A

有機化学B

生物有機化学

有機化学C

分子構造解析学

有機合成反応論

医薬化学

医薬品合成化学

生薬学

天然物化学

漢方薬学概論A

漢方薬学概論B

細胞生物学A

細胞生物学B

生化学A

生化学B

生化学C

生化学D

分子生物学A

分子生物学B

免疫学A

免疫学B

生物統計学

選択必修

専門基礎科目

必修

選択必修

専門科目

必修

科目区分 卒業要件単位

全学交流科目
注1)，注2)，注3）

選択必修 注1)

創

薬

科

学

科

令
和
８
年
度

－  71 －



 2026(令和8)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数科目区分 卒業要件単位

衛生薬学A

衛生薬学B

微生物学

レギュラトリーサイエンス

衛生薬学C

衛生薬学D

衛生薬学E

衛生薬学F

生理学

薬理学A

薬理学B

薬理学C

薬理学D

薬剤学

製剤学

薬物動態学

生物薬剤学

薬学セミナー

人体解剖学

医薬品開発学

薬物治療学A

薬物治療学B

臨床治療学概論

臨床医薬品治療学A

臨床医薬品治療学B

臨床腫瘍学A

臨床腫瘍学B

薬事法規・薬事行政A

薬事法規・薬事行政B

臨床薬物動態学A

薬物治療学C

臨床準備教育B

実践病院薬学

1～2 薬学研究入門

国際連携薬学セミナー

特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム）

合計

注1）授業科目，単位は別に定めるところによる

注2）生命系交流科目からは薬学部開講以外の科目のみ履修可

注3）各系交流科目から１単位以上修得すること

自由

全

専門教育科目卒業要件単位

専門科目

選択必修

－  72 －



ᴾ ᴾ【創薬科学科 ２０２５（令和７）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

創薬科学科では，２年次から３年次及び３年次から４年次への進級について進級単位を定めている。進

級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，全学共通科目を 㻝㻝単位以上，英語科目を 㻤単位以上，全学交流科目を 㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち選択必修を㻠㻞単位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，全学共通科目を 㻝㻝単位以上，英語科目を 㻥単位以上，全学交流科目を 㻠単位以上，専

門基礎科目を 㻚㻟㻡単位，専門科目のうち必修を㻝㻞単位，選択必修を 㻡㻥㻚㻡単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」，及び「先端薬学研究」を含むこと㻌

㻌㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後５年経過（休学期間を除く）しても，４年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

    
 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉 

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す創薬科学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す創薬科学科第４年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

全 学 共 通 科 目 １１

英 語 科 目 ９

専門教育科目

全学交流科目 選択必修 ４

１０７

専門基礎科目
必 修 ２

３．５
選択必修 １．５

専 門 科 目

必 修 ３０

選択必修 ６９．５以上 
６９．５ 

選 択

卒 業 要 件 単 位 １２７

※専門科目選択必修については，分野ごとの要件単位数も必ず確認すること。

創

薬

科

学

科

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

－  73 －



 2025(令和7) 年度入学者　全学共通科目・英語科目 薬学科・創薬科学科共通

3
1

数理・データサイエンスの基礎 1

健康・スポーツ科学科目

スポーツ演習科目

実践知科目

芸術知科目

市民性教育科目

言語文化科目

2

2

2

2

1

注1）

注２）

注３）

注４）

注５）

注６）

総　合　計 20
知の探研については、履修する学期はクラス分けにより指定される。第1学期に1年次生全員が事前学習を行い、学生番号末尾が偶数の学生は第２
学期に、奇数の学生は第3学期に探究活動を行う。

市民性教育科目のうち、留学生支援ボランティア実習、学生支援ボランティア実習I～Ⅳ、アクセシビリティ実習（2026年度以降履修分に限り卒業要
件外）、初等数学１～2、初等生物学１～2および初等物理学１～2の単位は卒業要件外である。

言語文化科目のうち、日本語は留学生のみ履修可。

コミュニケーション英語（S＆L）、コミュニケーション英語（R&W）については、履修する学期と科目はクラス分けにより指定される。１年次生全員が第
１・２学期及び第３・４学期に１科目ずつ履修する。

SPAcE英語

キャリアパス英語

英語科目　　　計

アカデミック英語（プレゼンテーション）、アカデミック英語（ライティング）については、履修する学期と科目はクラス分けにより指定される。2年次生全
員が第１・２学期及び第３・４学期に１科目ずつ履修する。

SPAcE英語及びキャリアパス英語の単位は卒業要件外である。

9

全学共通科目　　　計 11

英
語
科
目

英語

必修英語

コミュニケーション英語（S&L）

9

コミュニケーション英語（R&W）

アカデミック英語（プレゼンテーション）

アカデミック英語（ライティング）

選択英語

高年次英語

全
学
共
通
科
目

課題探究 知の探研

11

情報・数理データサイエンス

情報教育科目
情報処理入門１（情報機器の操作を含む）

6
必修2単位

選択必修6単位

合計　8単位

その他「情報教育科目」

数理・データサイエンス科目
その他「数理・データサイエンス科目」

健康・スポーツ科学

市民性と異文化理解

2025（令和7）年度入学者用　

科目区分 授業科目

単位

備考 卒業要件単位
必修

選択
必修

－  74 －



㻌2025(令和7)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

社会系交流科目

生命系交流科目

自然系交流科目

社会系交流科目・生命系交流科目・自然系交流科目のいずれか

薬学ガイダンス

基礎化学

基礎物理学

基礎生物学

先端薬学研究

薬学基本実習

物理系基礎実習

化学系基礎実習

生物系基礎実習

衛生薬学実習

医療薬学実習

卒業研究基礎実習

3～4 英語で学ぶ薬学研究

卒業研究実習

物理化学A

物理化学B

物理化学C

物理化学D

分析科学A

分析科学B

分析科学C

無機・放射医薬品学

分析科学D

有機化学A

有機化学B

生物有機化学

有機化学C

分子構造解析学

有機合成反応論

医薬化学

医薬品合成化学

薬用植物学

生薬学

天然物化学

漢方薬学概論A

漢方薬学概論B

細胞生物学A

細胞生物学B

生物化学A

生物化学B

生物化学C

生物化学D

分子生物学A

分子生物学B

免疫学A

免疫学B

生物統計学A

生物統計学B

選択必修

専門基礎科目

必修

選択必修

専門科目

必修

科目区分 卒業要件単位

全学交流科目
注1)，注2)，注3）

選択必修 注1)

創

薬

科

学

科

令
和
７
年
度

－  75 －



 2025(令和7)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数科目区分 卒業要件単位

衛生薬学A 1.25

衛生薬学B 1.25

微生物学 2

レギュラトリーサイエンス 1

衛生薬学C 1

衛生薬学D 1

衛生薬学E 1.25

衛生薬学F 1.25

生理学 2

薬理学A 2

薬理学B 2

薬理学C 2

薬理学D 2

薬剤学 2

製剤学 2

薬物動態学 2

生物薬剤学 2

薬学セミナー 1.25

コミュニケーション入門 0.75

人体解剖学 1

医薬品開発学 1

薬物治療学A 2

薬物治療学B 2

2 臨床治療学概論 2

臨床医薬品治療学A 0.75

臨床医薬品治療学B 0.75

臨床腫瘍学A 0.75

臨床腫瘍学B 0.75

薬事法規・薬事行政A 1

薬事法規・薬事行政B 0.5

臨床薬物動態学A 0.75

臨床薬物動態学B 0.75

薬物治療学C 1.5

臨床準備教育B 1.5

実践病院薬学 1.5

1～2 薬学研究入門 0.5

国際連携薬学セミナー 0.5

特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計

注1）授業科目，単位は別に定めるところによる

注2）生命系交流科目からは薬学部開講以外の科目のみ履修可

注3）各系交流科目から１単位以上修得すること

専門教育科目卒業要件単位 107.00

1

3

自由

4

全

専門科目

選択必修

2

5.00

3

2

2

4.00

3

6.00

3

－  76 －



ᴾ ᴾ【創薬科学科 ２０２１（令和３）・２０２２（令和４）年度入学者・２０２３（令和５）・２０２４（令和６）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

創薬科学科では，２年次から３年次及び３年次から４年次への進級について進級単位を定めている。進

級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，教養教育科目を㻞㻥単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち選択必修を 㻠㻞

単位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，教養教育科目を 㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻝㻝単

位，選択必修を 㻢㻚㻜㻡単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」を含むこと㻌

㻌㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後５年経過（休学期間を除く）しても，４年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

    
 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉 

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す創薬科学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す創薬科学科第４年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

教 養 教 育 科 目 ３０

専門教育科目

専門基礎科目
必 修 １

２．５

１００

選択必修 １．５

専 門 科 目

必 修 ２７

選択必修 ７０．５以上 
７０．５ 

選 択

卒 業 要 件 単 位 １３０

※専門科目選択必修については，分野ごとの要件単位数も必ず確認すること。

創

薬

科

学

科

令
和
３
・
４
・
５
・
６
年
度

令
和
７
年
度

－  77 －



 2021(令和3)・ 2022(令和4)・ 2023(令和5)・ 2024(令和6)年度入学者　教養教育科目 薬学科・創薬科学科共通

1

1

卒業要件外

人文・社会科学系科目 2

生命科学系科目 2
自然科学系科目 2

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） 1

情報処理入門２（情報機器の操作を含む）

情報処理入門３（情報機器の操作を含む）

1

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

1

ドイツ語

フランス語

中国語

韓国語

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語 留学生のみ

1 3年次開講

知
的
理
解

現代と社会

実
践
知

・
感
性

実践知 実践・社会連携系科目

芸術知 芸術系科目

導
入
教
育

ガイダンス
学部ガイダンス科目

単位

（2021(令和3)・2022(令和4)・2023(令和5)・2024(令和6)年度入学者用）　

科目区分 卒業要件単位授業科目 備考
必修

補習教育 高大接続科目

27

数理・データサイエンスの基礎

現代と生命

健康・スポーツ科学
健康・スポーツ科学

ICT（Information & Communication Technology）系科目

キャリア教育

言
　
語

英語

応用日本語

英語（ライティング）－１

英語（ライティング）－２

英語（リーディング）－２

30

2
全学ガイダンス科目

教養教育科目        計

選択
必修

現代と自然

１年次の１学期
から４学期のう
ち，各自指定さ
れた学期に，各
学期２科目ずつ
履修する。

プレ上級英語

2

上級英語

初修外国語

A群

B群

英語（スピーキング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（総合）－１

高年次教養 1

スポーツ演習（する・みる・支える）

アカデミック・ライティング アカデミック・ライティング科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

情報教育
情報リテラシー系科目

英語（リーディング）－１

先端薬学研究

英語（総合）－２

英語（リスニング）－１

数理・データサイエンス科目
数理・データサイエンス

英語（リスニング）－２

キャリア教育・学生支援系科目

－  78 －



 2024(令和6)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 基礎化学 1 1

基礎物理学 2

基礎生物学 1.5

薬学基本実習 0.5

物理系基礎実習 1.5

化学系基礎実習 2

生物系基礎実習 1.5

衛生薬学実習 1.5

医療薬学実習 2

卒業研究基礎実習 2

4 卒業研究実習 16

物理化学A 2

物理化学B 2

物理化学C 2

物理化学D 1

3 構造生物学 1

分析科学A 2

分析科学B 1

分析科学C 1

無機・放射医薬品学 2

3 分析科学D 1

有機化学A 1

有機化学B 2.5

生物有機化学 1

2 有機化学C 2.5

分子構造解析学 1

有機合成反応論 1

医薬化学 2.5

医薬品合成化学 1

薬用植物学 1

生薬学 2

天然物化学 2

漢方薬学概論A 1

漢方薬学概論B 1

細胞生物学A 0.75

細胞生物学B 0.75

生物化学A 1

生物化学B 0.75

生物化学C 2

生物化学D 1.5

分子生物学A 1.5

分子生物学B 1

免疫学A 1.5

免疫学B 0.75

生物統計学A 0.75

生物統計学B 1

専門基礎科目 1 2.50

専門科目 5.00

2

1

29.50

選択必修 1.5

必修
3

9.00

2.00

16.00

卒業要件単位

選択必修

4.00

4.00

1

2

3

6.50

1

70.50

2

1

3

4.00

2

1

創

薬

科

学

科

令
和
６
年
度

令
和
３
・
４
・
５
・
６
年
度
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 2024(令和6)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数 卒業要件単位

衛生薬学A 1.25

衛生薬学B 1.25

微生物学 2

レギュラトリーサイエンス 1

衛生薬学C 1

衛生薬学D 1

衛生薬学E 1.25

衛生薬学F 1.25

生理学 2

薬理学A 2

薬理学B 2

薬理学C 2

薬理学D 2

薬剤学 2

製剤学 2

薬物動態学 2

生物薬剤学 2

薬学セミナー 1.25

コミュニケーション入門 0.75

人体解剖学 1

医薬品開発学 1

薬物治療学A 2

薬物治療学B 2

2 臨床治療学概論 2

臨床医薬品治療学A 0.75

臨床医薬品治療学B 0.75

臨床腫瘍学A 0.75

臨床腫瘍学B 0.75

薬事法規・薬事行政A 1

薬事法規・薬事行政B 0.5

臨床薬物動態学A 0.75

臨床薬物動態学B 0.75

薬物治療学C 1.5

臨床準備教育B 1.5

実践病院薬学 1.5

薬学研究入門 0.5

国際連携薬学セミナー 0.5

特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計専門教育科目卒業要件単位 100.00

専門科目

選択必修

2

2

6.00

3

4.00

3

4

3

自由

1

2

5.00

3

全

－  80 －



 2023(令和5)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 基礎化学 1 1

基礎物理学 2

基礎生物学 1.5

薬学基本実習 0.5

物理系基礎実習 1.5

化学系基礎実習 2

生物系基礎実習 1.5

衛生薬学実習 1.5

医療薬学実習 2

卒業研究基礎実習 2

4 卒業研究実習 16

物理化学A 2

物理化学B 2

物理化学C 2

物理化学D 1

3 構造生物学 1

分析科学A 2

分析科学B 1

分析科学C 1

無機・放射医薬品学 2

3 分析科学D 1

有機化学A 1

有機化学B 2.5

生物有機化学 1

2 有機化学C 2.5

分子構造解析学 1

有機合成反応論 1

医薬化学 2.5

医薬品合成化学 1

薬用植物学 1

生薬学 2

天然物化学 2

漢方薬学概論A 1

漢方薬学概論B 1

細胞生物学A 0.75

細胞生物学B 0.75

生物化学A 1

生物化学B 0.75

生物化学C 2

生物化学D 1.5

分子生物学A 1.5

分子生物学B 1

免疫学A 1.5

免疫学B 0.75

生物統計学A 1

生物統計学B 1

卒業要件単位

2.00

16.00

2

1

7.00
2

70.50

2

1

4.00
2

1

29.50

選択必修 1.5

専門科目

必修
3

9.00

5.00

3

1

4.00

3

選択必修

1

4.00

専門基礎科目 1 2.50

創

薬

科

学

科

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度

－  81 －



 2023(令和5)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数 卒業要件単位

衛生薬学A 1.25

衛生薬学B 1.25

微生物学 2

レギュラトリーサイエンス 1

衛生薬学C 1

衛生薬学D 1

衛生薬学E 1.25

衛生薬学F 1.25

生理学 2

薬理学A 2

薬理学B 2

薬理学C 2

薬理学D 2

薬剤学 2

製剤学 2

薬物動態学 2

生物薬剤学 2

薬学セミナー 1.25

コミュニケーション入門 0.75

人体解剖学 1

医薬品開発学 1

薬物治療学A 2

薬物治療学B 2

臨床医薬品治療学A 0.75

臨床医薬品治療学B 0.75

臨床腫瘍学A 0.75

臨床腫瘍学B 0.75

薬事法規・薬事行政A 1

薬事法規・薬事行政B 0.5

臨床薬物動態学A 0.75

臨床薬物動態学B 0.75

薬物治療学C 1.5

臨床準備教育B 1.5

実践病院薬学 1.5

薬学研究入門 0.5

国際連携薬学セミナー 0.5

特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計専門教育科目卒業要件単位 100.00

1

4.00

3

3

自由

4

全

専門科目

選択必修

2

5.00

3

2

6.00

3

2

－  82 －



 2022(令和4)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 基礎化学 １ 1
基礎物理学 2
基礎生物学 1.5
薬学基本実習 0.5
物理系基礎実習 1.5
化学系基礎実習 2
生物系基礎実習 1.5
衛生薬学実習 1.5
医療薬学実習 2
卒業研究基礎実習 2

4 卒業研究実習 16
物理化学A 2
物理化学B 2
物理化学C 2
物理化学D 1

3 構造生物学 1
分析科学A 2
分析科学B 1
分析科学C 1
無機・放射医薬品学 2

3 分析科学D 1
有機化学A 1
有機化学B 2.5
生物有機化学 1

2 有機化学C 2.5
分子構造解析学 1
有機合成反応論 1
医薬化学 2.5
医薬品合成化学 1
薬用植物学 1
生薬学 2
天然物化学 2
漢方薬学概論A 1
漢方薬学概論B 1
細胞生物学A 0.75
細胞生物学B 0.75
生物化学A 1
生物化学B 0.75
生物化学C 2
生物化学D 1.5
分子生物学A 1.5
分子生物学B 1
分子生物学C 1
免疫学A 1.5
免疫学B 0.75
生物統計学A 1
生物統計学B 1

2

1

7.00
2

70.50

2

1

4.002

1

5.00

3

1

4.00

3

卒業要件単位

専門基礎科目 1 2.50

29.50

選択必修 1.5

専門科目

必修
3 9.00

2.00
16.00

選択必修

1

4.00

創

薬

科

学

科

令
和
５
年
度

令
和
４
年
度

－  83 －



 2022(令和4)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数 卒業要件単位

衛生薬学A 1.25
衛生薬学B 1.25
微生物学 2
レギュラトリーサイエンス 1
衛生薬学C 1
衛生薬学D 1
衛生薬学E 1.25
衛生薬学F 1.25
生理学 2
薬理学A 2
薬理学B 2
薬理学C 2
薬理学D 2
薬剤学 2
製剤学 2
薬物動態学 2
生物薬剤学 2
薬学セミナー 1.25
コミュニケーション入門 0.75
医薬品開発学 1
薬物治療学A 2
薬物治療学B 2

1 人体解剖学 1
臨床医薬品治療学A 0.75

臨床医薬品治療学B 0.75

臨床腫瘍学A 0.75

臨床腫瘍学B 0.75

薬事法規・薬事行政A 1

薬事法規・薬事行政B 0.5

臨床薬物動態学A 0.75

臨床薬物動態学B 0.75

薬物治療学C 1.5

臨床準備教育B 1.5

実践病院薬学 1.5

薬学研究入門 0.5
国際連携薬学セミナー 0.5
特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計専門教育科目卒業要件単位 100.00

4.00
3

1

3

自由

4

全

専門科目

選択必修

2

5.00

3

2

6.00
3

2

－  84 －



 2021(令和3)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

必修 基礎化学 １ 1
基礎物理学 2
基礎生物学 1.5
薬学基本実習 0.5
物理系基礎実習 1.5
化学系基礎実習 2
生物系基礎実習 1.5
衛生薬学実習 1.5
医療薬学実習 2
卒業研究基礎実習 2

4 卒業研究実習 16
物理化学A 2
物理化学B 2
物理化学C 2
物理化学D 1

3 構造生物学 1
分析科学A 2
分析科学B 1
分析科学C 1
無機・放射医薬品学 2

3 分析科学D 1
有機化学A 1
有機化学B 2.5
生物有機化学 1

2 有機化学C 2.5
分子構造解析学 1
有機合成反応論 1
医薬化学 2.5
医薬品合成化学 1
薬用植物学 1
生薬学 2
天然物化学 2
漢方薬学概論A 1
漢方薬学概論B 1
細胞生物学A 0.75
細胞生物学B 0.75
生物化学A 1
生物化学B 0.75
生物化学C 2
生物化学D 1.5
分子生物学A 1.5
分子生物学B 1
分子生物学C 1
免疫学A 1.5
免疫学B 0.75
生物統計学A 1
生物統計学B 1

卒業要件単位

選択必修

4.00

1

70.50

2

1

3

2

3

7.00

専門基礎科目 1 2.50

29.50

選択必修 1.5

必修
3 9.00

2.00
16.00

専門科目 5.00

2

4.00
2

4.00

1

1

1

創

薬

科

学

科

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度

－  85 －



 2021(令和3)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数 卒業要件単位

衛生薬学A 1.25
衛生薬学B 1.25
微生物学 2
レギュラトリーサイエンス 1
衛生薬学C 1
衛生薬学D 1
衛生薬学E 1.25
衛生薬学F 1.25
生理学 2
薬理学A 2
薬理学B 2
薬理学C 2
薬理学D 2
薬剤学 2
製剤学 2
薬物動態学 2
生物薬剤学 2
薬学セミナー 1.25
コミュニケーション入門 0.75
医薬品開発学 1
薬物治療学A 2
薬物治療学B 2

1 人体解剖学 1
臨床医薬品治療学A 0.75

臨床医薬品治療学B 0.75

臨床腫瘍学A 0.75

臨床腫瘍学B 0.75

薬事法規・薬事行政A 1

薬事法規・薬事行政B 0.5

臨床薬物動態学A 0.75

臨床薬物動態学B 0.75

薬物治療学C 1.5

臨床準備教育B 1.5

薬学研究入門 0.5
国際連携薬学セミナー 0.5
特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2

合計専門教育科目卒業要件単位 100.00

専門科目

選択必修

2

2

6.00
3

3

2

5.00

3

4.00
3

1

自由

4

全

－  86 －



ᴾ ᴾ【創薬科学科 ２０２０（令和２）年度入学者】

㻌

１１．．進進級級要要件件

創薬科学科では，２年次から３年次及び３年次から４年次への進級について進級単位を定めている。進

級単位を満たしていないと「留年」となるので，注意すること。

 
第３年次への進級㻌

２年次末までに，教養教育科目を 㻞㻥単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち選択必修を

㻚㻟㻟㻡単位以上修得した者とする。㻌

㻌第４年次への進級㻌

３年次末までに，教養教育科目を 㻟㻜単位以上，専門基礎科目を 㻚㻞㻡単位，専門科目のうち必修を 㻝㻞単

位，選択必修を 㻡㻝単位以上修得した者とする。㻌

＊ただし，必修には「薬学系実習（㻟年次１～３学期，計㻥単位）」を含むこと㻌

㻌㻌

２２．．修修学学指指導導並並びびにに退退学学勧勧告告ににつついいてて

病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず，入学後，各年次終了時の全修得単位数が，下表に

示す基準に満たない者については，学力・学修態度の改善の為，指導教員もしくは担任教員による修学指 
導を行う。

上記指導にもかかわらず，入学後５年経過（休学期間を除く）しても，４年次進級要件を満たす見込み

のない者については，退学を勧告する。

    
 〈平成 年度以降入学者の年次別修得単位基準〉 

年 次 修得単位

１ 年 次 ３０単位以上

２ 年 次 上記１に示す創薬科学科第３年次進級要件単位数

３ 年 次 上記１に示す創薬科学科第４年次進級要件単位数

３３．．卒卒業業要要件件

科 目 区 分 単 位 数

教 養 教 育 科 目 ３０

専門教育科目

専門基礎科目
必 修 １

２．５

９７

選択必修 １．５

専 門 科 目

必 修 ３６

選択必修 ５８．５以上 
５８．５ 

選 択

卒 業 要 件 単 位 １２７

※専門科目選択必修については，分野ごとの要件単位数も必ず確認すること。

創

薬

科

学

科

令
和
３
年
度

令
和
２
年
度

－  87 －



 2020(令和2)年度入学者　教養教育科目 薬学科・創薬科学科共通

1

1

卒業要件外

人文・社会科学系科目 2

生命科学系科目 2
自然科学系科目 2

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） 1

情報処理入門２（情報機器の操作を含む）

情報処理入門３（情報機器の操作を含む）

1

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

1

ドイツ語

フランス語

中国語

韓国語

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語 留学生のみ

1 3年次開講高年次教養 1

スポーツ演習（する・みる・支える）

アカデミック・ライティング アカデミック・ライティング科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

情報教育
情報リテラシー系科目

英語（リーディング）－１

先端薬学研究

英語（総合）－２

英語（リスニング）－１

30

2
全学ガイダンス科目

教養教育科目        計

選択
必修

現代と自然

１年次の１学期
から４学期のう
ち，各自指定さ
れた学期に，各
学期２科目ずつ
履修する。

プレ上級英語

2

上級英語

初修外国語

A群

B群

英語（スピーキング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（総合）－１

英語（リスニング）－２

キャリア教育・学生支援系科目

言
　
語

英語

応用日本語

英語（ライティング）－１

英語（ライティング）－２

英語（リーディング）－２

卒業要件単位授業科目

知
的
理
解

現代と社会

現代と生命

導
入
教
育

ガイダンス
学部ガイダンス科目

単位

備考
必修

補習教育 高大接続科目

27

数理・データサイエンス 数理・データサイエンスの基礎

（2020(令和2)年度入学者用）　

科目区分

健康・スポーツ科学
健康・スポーツ科学

ICT（Information & Communication Technology）系科目

キャリア教育

実
践
知

・
感
性

実践知 実践・社会連携系科目

芸術知 芸術系科目

－  88 －



 2020(令和2)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

科目区分 履修区分

対
象
年
次

授　業　科　目 単位数

有機化学１ 1
基礎物理学（センター試験で「生物｣を選択した者） 1.5
基礎生物学（センター試験で「物理｣を選択した者） 1.5
薬学基本実習 0.5
薬学基礎実習Ⅰ 1.5
薬学基礎実習Ⅱ 2
薬学基礎実習Ⅲ 1.5
衛生薬学実習 1.5
医療薬学実習 2
卒業研究基礎実習 3

4 卒業研究実習 24
物理化学１ 0.75
物理化学２ 0.75
物理化学３ 0.75
物理化学４ 0.75
物理化学５ 0.75
物理化学６ 0.75
物理化学７ 0.75

3 構造生物学 0.75
分析科学１ 0.75
分析科学２ 0.75
分析科学３ 0.75
分析科学４ 0.75

2 無機・放射医薬品学 1.5
3 分析科学５ 0.75

有機化学２ 1
有機化学３ 1
有機化学４ 1
生物有機化学 0.75
有機化学５ 1
有機化学６ 1
分子構造解析学 0.75
分子構造解析学演習 0.75
有機合成反応論 0.75
医薬化学１ 0.75
医薬化学２ 0.75
医薬品合成化学 0.75
有機化学演習 0.75
薬用植物学 1
生薬学１ 0.75
生薬学２ 0.75
天然物化学１ 0.75
天然物化学２ 0.75
漢方薬学概論１ 0.75
漢方薬学概論２ 0.75
細胞生物学１ 0.75
細胞生物学２ 0.75
生物化学１ 0.75
生物化学２ 0.75
生物化学３ 0.75
生物化学４ 0.75
生物化学５ 0.75
生物化学６ 0.75
分子生物学１ 0.75
分子生物学２ 0.75
分子生物学３ 1
分子生物学４ 1
免疫学１ 0.75
免疫学２ 0.75
免疫学３ 0.75
生物統計学１ 0.75
生物統計学２ 0.75
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 2020(令和2)年度入学者　専門教育科目 創薬科学科

衛生薬学１ 1
衛生薬学２ 1
微生物学 1.5
レギュラトリーサイエンス 1
衛生薬学３ 1
衛生薬学４ 1
衛生薬学５ 1
衛生薬学６ 1
生理学１ 0.75
生理学２ 0.75
薬理学１ 0.75
薬理学２ 0.75
薬理学３ 0.75
薬理学４ 0.75
薬理学５ 0.75
薬理学６ 0.75
薬理学７ 0.75
薬理学８ 0.75
薬剤学１ 0.75
薬剤学２ 0.75
製剤学１ 0.75
製剤学２ 0.75
薬物動態学１ 0.75
薬物動態学２ 0.75
生物薬剤学１ 0.75
生物薬剤学２ 0.75
薬学セミナー 1
コミュニケーション入門 0.75
人体解剖学 1
医薬品開発学 0.75
薬物治療学１ 0.75
薬物治療学２ 0.75
薬物治療学３ 0.75
薬物治療学４ 0.75
薬事法規・薬事行政１ 1
薬事法規・薬事行政２ 0.5
薬学研究入門 0.5
国際連携薬学セミナー 0.5
特殊講義（国際連携薬学人材育成プログラム） 2
薬事法規・薬事行政１ 1
薬事法規・薬事行政２ 0.5

合計

4

2

2

3

3

3

3

1

2

3
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全
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